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１ 空中散布の実施に関する情報提供 

（１）空中散布の実施区域及びその周辺に学校、病院等の公共施設、家屋、蜜蜂の巣箱、

有機農業が行われているほ場等がある場合には、実施主体は、危被害防止対策として、

当該施設の管理者及び利用者、居住者、養蜂家、有機農業に取り組む農家等に対し、農

薬を散布しようとする日時、農薬使用の目的、使用農薬の種類及び実施主体の連絡先を

十分な時間的余裕を持って情報提供し、必要に応じて日時を調整する。 

（２）天候等の事情により空中散布の日時等に変更が生じる場合、実施主体は、変更に係 

る事項について情報提供を行う。 

（３）空中散布の実施区域周辺において人の往来が想定される場合、実施主体は、作業中 

の実施区域内への進入を控えるよう、事前の告知等により空中散布の実施について情

報提供を行うなどの必要な措置を講ずる。 

 

２ 実施時に留意する事項 

（１）実施主体は、操縦者、補助者（無人ヘリコプターの飛行状況、周辺区域の変化等を

監視し、的確な誘導を行うとともに、飛行経路の直下及びその周辺に第三者が立ち入ら

ないよう注意喚起を行い、操縦者を補助する者）等の関係者及び周辺環境等への影響に

十分配慮し、飛行経路を設定する。 

（２）操縦者は、あらかじめ機体等メーカーが作成した取扱説明書等により、無人ヘリコ

プター及び散布装置に関する機能及び性能について理解する。 

（３）操縦者は、機体等メーカーが取扱説明書等に記載した散布方法（飛行速度、飛行高

度、飛行間隔及び最大風速）を参考に散布を行う。 

（４）機体等メーカーによる散布方法が設定されておらず、取扱説明書等に記載がない場

合は、無人ヘリコプターの標準的な散布方法として策定された、以下の散布方法により

実施する。 

・飛行高度は、作物上３～４ｍ以下。 

・散布時の風速は、地上 1.5ｍにおいて３ｍ/ｓ以下。 

・飛行速度及び飛行間隔は、機体の飛行諸元を参考に農薬の散布状況を随時確認し、

適切に加減する。 

（５）操縦者は、散布の際、農薬の散布状況及び気象条件の変化を随時確認しながら、農

薬ラベルに表示される使用方法（単位面積当たりの使用量、希釈倍数等）を遵守し、散

布区域外への飛散（以下「ドリフト」という。）が起こらないよう十分に注意する。 

（６）ドリフト等を防ぐため、架線等の危険個所、実施除外区域、飛行経路及び操縦者、



補助者等の経路をあらかじめ実地確認するなど、実施区域及びその周辺の状況把握に

努める。 

（７）実施主体は、散布装置については、適正に散布できること（所定の吐出量において

間欠的ではないことなど）を使用前に確認するとともに、適時、その点検を行う。 

（８）周辺農作物の収穫時期が近い場合、実施区域周辺において有機農業が行われている

場合又は学校、病院等の公共施設、家屋、水道水源若しくは蜂、蚕、魚介類の養殖場等

が近い場合など、農薬の飛散により危被害を与える可能性が高い場合には、状況に応じ

て、無風又は風が弱い天候の日や時間帯の選択等の対応を検討するなど、農薬が飛散し

ないよう細心の注意を払う。 

（９）強風により散布作業が困難であると判断される場合には、無理に作業を続行せず、

気象条件が安定するまで待機する。 

（10）操縦者、補助者等の農薬暴露を回避するため、特に次の事項に留意する。 

ア 操縦者、補助者等は、防護装備の着用に努めること。 

イ 空中散布の実施中において、操縦者、補助者等は農薬の危被害防止のため連携する

こと。 

（11）作業終了後、散布装置（タンク、配管、ノズル等）は十分に洗浄し、洗浄液、配管

内の残液等は周辺に影響を与えないよう安全に処理する。 

（12）実施主体は、空中散布の実施により、農業、漁業その他の事業に被害が発生し、又

は周囲の自然環境若しくは生活環境に悪影響が生じた場合は、直ちに当該区域での実

施を中止し、その原因の究明に努めるとともに、適切な事後処理を行う。 

 

３ 空中散布の実績 

実施主体は、空中散布を実施した場合は、速やかに実施場所、実施月日、作物名、散

布農薬名、有効成分、希釈倍率と 10ａ当たりの使用量、使用時期（収穫前日数等）、作業

者名について記載した実績報告書を作成し、Webページ（ http://www.nosai-shimane.jp/）

上に公開すること。 

 

 

４ 事故発生時の対応 

空中散布を実施した場合の事故発生時の対応については、「無人ヘリコプターによる農

薬の空中散布に係る安全ガイドライン（令和 5年 3月 30 日付け農林水産省消費・安全局

長通知）」に沿って対応する。 

 


